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研究成果の概要（和文）：　器械運動指導における運動観察力を高める映像教材の開発を試みた。この取り組み
のなかで、①器械運動指導における教師の問題意識と観察視点の現状として、練習方法への関心は高いが、動作
の仕方についての関心は薄いこと、技の成否に関わる諸動作の関係性を構造的に捉える視点が不足していること
を示した②実技活動を伴わない映像教材による運動観察トレーニングでは、運動方向感覚や動感リズムを読み取
ることは難しいことを示した。これらを踏まえて、③技の指導体系の基本的な考え方、具体的指導法、運動の課
題と観察視点、運動観察演習を盛り込んだプログラムを作成した。

研究成果の概要（英文）：　We attempted to develop instructional video materials to enhance the 
observation skills in gymnastics coaching. In this endeavor, we found the following current issues 
and perspectives among teachers regarding gymnastics coaching: (1) There is a high interest in 
training methods but a lack of interest in the movement techniques. There is also a deficiency in 
the structural understanding of the relationship between various movements that determine the 
success or failure of movement. (2) We demonstrated that observation training through video 
materials without practical activities makes it difficult to perceive the sense of movement 
direction and dynamic rhythm. Taking these findings into consideration, (3) we created a program 
that incorporates the fundamental principles of coaching techniques, specific instructional methods,
 movement difficulties, observation perspectives, and exercises for movement observation.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　これまでの器械運動の映像教材は、完成形としての技の技術ポイントを解説したものであり、どのようにして
完成形に至るのかが分からず、学習過程のなかでに生じる種々の動きを、学習全体を見通して査定することが難
しいという問題があった。そこで本研究は、技の習得プロセスにおける動感を観察する映像教材として、授業の
なかで起こる「危ない動き」や「学習のつまずき」の事例を盛り込んだ映像教材を作成した。このプログラムは
教員養成と教員研修において運動観察力を高めるトレーニングに活用できるものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
安全な学習は授業の大前提であるが、体育授業中における器械運動での傷害発生件数は突出

して多い現状にある。指導者が学習者の動きを見て危険や学習課題を見抜く運動観察力は、安全

で適切な指導を行うための前提となる能力であり、教員養成と教員研修において十分に高める

必要がある。 

現在の器械運動に関する指導法教材は、技の行い方と技術ポイントを解説したものであり、観

察力そのものを高めることを主眼としたものはほとんどない。練習の途中段階における動きが

正しいのか間違っているのかを評価する視点は、十分に明示されてはいない。また、ゴールへの

道程において，どのような動きが危険なことにつながるのか、どのような動きをすればゴールの

動きに変化していくのか，あるいは変化しないのかといった、動きの形態変化が見通せない。こ

のため、指導経験の少ない教員は、学習状態に応じた適切な課題を見つけることが難しい。 

また、運動観察では、練習活動量や技の成否結果をみる客観的行動観察ではなく、なぜそのよ

うに行っているのかという「動きの意味」を理解することが「動きのコツ」を指導するために重

要である。「動きのコツ」の学習では、動きかたに関する客観的情報を知識として理解していて

も（頭では分かっているが）身体がそのように動いてくれないということが起こることがある。

また、自分の動きを意識化することが難しく、言表することもうまくできないこともある。この

ようなことを踏まえて、学習状態を観察することが教師には求められている。 

このような学習者の動きの感覚世界にアプローチする方法として「代行分析法」の理論が確立

され（金子明友,2005）、運動観察能力の発達過程を示した研究（佐藤徹,2005）や動感観察演習

の研究（森直幹,2015）も出てきてはいる。しかし、まだこれから運動観察トレーニングの実践

事例を積み上げなければならない段階にある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、器械運動における動きの課題を見抜く観察トレーニングのための映像教材

を開発することである。技の完成形に至る練習プロセスで発現する危ない動作、習熟に伴う動作

の外形フォームと動感の様相を映像教材に盛り込んで、動きの形成プロセスにおける動きの特

徴把握だけでなく、どのような動感で行う動きがよいのか、あるいはよくないのかを見分けられ

るようにするプログラムの作成を目指した。 
 
３．研究の方法 

(1)指導者の器械運動指導に関する関心事や問題意識を自由記述の質問紙から分析した。(2)指

導者の観察視点の実態を調査して、器械運動の活動の様子を撮影した VTR 映像や動感記録ノー

トから運動観察の志向意識を分析した。(3)器械運動における種々の習熟段階の動きの映像を収

集し、「技術の誤りと未熟」，「技術の習熟段階」、「危ない動き」、の観点から動きを整理し、観察

トレーニングの映像教材を作成した。さらに研修会等で用いて教師による評価を経てプログラ

ム修正を行った。 
 
４．研究成果 

（１）指導者の器械運動指導に関する問題意識 

指導者の大きな関心事は、学習初期段階における指導プログラム、課題解決が難しい学習者へ

の言葉がけ、運動課題（練習法）、幇助法であることが明かになった。運動観察内容については、

運動目標像を固定的限定的に捉えており、動きかたの捉え方は、技の成功に関わる諸動作の関係



性を構造的に捉える視点の不足が示された。 

 

 

図 1 器械運動に対する問題意識に関する報告内容 

 

（２）指導者の観察視点の実態 

映像観察トレーニングにおける観察内容の変化を調査した結果、運動方向感覚や動作を仕掛

けるタイミングや運動リズムを読み取ることは難しいという特徴が明らかになった。学習成果

の査定方法を検討するために、動感自己観察内容を調査分析した。その結果、意識下に沈んでい

る動感を自覚化させるための借問と、観察された動感の妥当性を確認するための実技演習が必

要であることが示された。 

 

 
図 2 運動観察トレーニングに関する評価コメントの概要 

 

（３）観察トレーニングの映像教材 

映像コンテンツの素材となる種々の動きを収集整理し、器械運動における動きの課題を見抜

く映像教材として『器械運動の指導と動感観察』を編集して纏めた。ここでは、脱構築（消去法）

による実践的実験手法を取り入れて、動感観察のなかで反省分析を促す問いを盛り込んだ。一例

は、マット運動の前転においては「踏み切り動作を制限した前転」の試行実施の問いである。ま

た、器械運動指導において大きな課題となっている傷害問題について、跳び箱運動における「危



ない動き」の映像を盛り込んでその発生様態を分析する問いを設けた。 

本資料の内容は、県内教育委員会の教員研修および自主研修会を経て修正を加え、技の指導体

系の基本的な考え方、具体的指導法、運動の課題と観察視点、観察演習映像を示した内容となっ

ている。 
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